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定
例
の
納
涼
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
回
は
出
席
者
35
名
で
、

校
友
会
本
部
と
事
務
局
か
ら
３

名
の
ゲ
ス
ト
も
加
え
て
の
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。会
場
は
高
橋
信

行
氏（
54
観
）の

お
世
話
で
す
。

こ
の
場
で
長
年

の
校
友
会
活

動
に
貢
献
し
た

梅
ヶ
島
温
泉
ホ

テ
ル
梅
薫
楼
の

手
塚
昭
次
社

長
の
表
彰
が
行

　

卒
業
後
54
年
に
な
り
喜
寿
を

迎
え
て
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し

た
。参
加
者
は
18
名
で
加
藤
敏
也

君
は
は
る
ば
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
参
加
し
、元
気
な
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。ク
ラ
ス
会
を
行

う
度
に
昇
天
者
が
数
人
紹
介
さ

れ
ま
す
が
、参
加
者
は
全
員
元
気

で
、各
人
の
挨
拶
で
は
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
話
が

多
く
、楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。健
康
を
維

持
し
次
回
の
再

会
を
期
し
散
会

し
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
、
経

営
学
科
31
年
Ｎ
組

が
千
葉
の
鴨
川
に
ド
ラ
イ
ブ
、一

年
間
の
近
況
報
告
を
し
ま
し
た
。

年
々
級
友
が
減
っ
て
い
く
の
は
淋

し
く
、春
に
亡
く

な
っ
た
宮
崎
未

亡
人
を
迎
え
、来

年
も
旅
が
出
来

た
ら
と
語
り
合

い
ま
し
た
。

　

福
岡
在
住
の
西
村
君
の
地
で

本
年
の
ク
ラ
ス
会
を
行
い
ま
し

た
。西
村
君
経
営
の
庭
園
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
夕
食
会
を
は
じ
め
、初

代
柳
川
藩
主
立
花
宗
茂
の
城
下

町
で
の
掘
割
り
舟
下
り
、唐
津
市

で
は
炭
鉱
王
と
し
て
知
ら
れ
る
高

取
伊
好
の
旧
高
取
家
の
明
治
時

代
の
華
麗
な
近
代
和
風
建
築
を

見
学
、ま
た
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
の

た
め
の
軍
事
拠
点
に
築
城
し
た
名

護
屋
城
の
一
大
城
塞
群
の
威
容
に

驚
か
さ
れ
、更
に
吉
野
ヶ
里
歴
史

公
園
の
弥
生

時
代
の
遺
蹟

に
古
代
の
ロ
マ

ン
に
触
れ
る
な

ど
、精
力
的
な

観
光
め
ぐ
り

と
共
に
、土
地

　

神
奈
川
県
の
県
央
地
区（
座
間
・

海
老
名
・
綾
瀬
）の
座
海
綾
立
教

会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
当
日

は
立
教
大
学
、近
隣
の
立
教
会
の

御
来
賓
の
皆
様
、会
員
を
含
め
総

勢
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。森
田

会
長（
38
経
）よ
り
活
動
報
告
、今

後
の
行
事
予
定
、荒
会
計（
40
文
）

よ
り
会
計
報
告
、岡
田（
33
経
）よ

り
役
員
人
事
案
を
提
出
し
、全
議

題
、全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。立
教
学
院
総
務
部
橋
場
文
昭

氏
を
お
招
き
し
て
、「
い
ま
立
教

は
元
気
で
す
。」の
講
演
を
拝
聴

し
て
、立
教
大
学
の
健
全
な
運
営

の
も
と
、活
発
な
諸
活
動
の
様
子

が
よ
く
わ
か
り
心
強
く
思
い
ま
し

た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の「
カ
ン
ト

リ
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
」の
素
晴

ら
し
い
バ
ン
ド
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
和
気
藹
々
の
歓
談
後
、ジ
ャ
ン

ケ
ン
福
引
大
会

で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、最
後
に

校
歌
、応
援
歌
を

斉
唱
し
、記
念
写

真
を
撮
り
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

入
学
以
来
59
年
、谷
君
の
周
到

な
準
備
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

昭
和
26
経
済
F
組
会
は
、仙
台
の

石
原
君
を
始
め
、こ
の
夏
の
猛
暑

に
耐
え
た
20
名
が
集
合
、逝
去
さ

れ
た
吉
松
君
の
冥
福
を
祈
り
開

会
し
た
。回
想
と

近
況
報
告
な
ど

楽
し
い
談
笑
に

時
の
経
過
を
惜

し
み
な
が
ら
、来

年
の
入
学
60
周

年
で
の
再
会
を

誓
い
散
会
し
た
。

　

Ｗ
杯
で
予
選
を
突
破
し
、日
本

中
が
沸
い
た
そ
の
晩
に
第
一
食
堂

に
て
三
陽
商
会
立
教
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。当
日
は
眠
い
目
を

こ
す
り
な
が
ら
も
50
名
の
O
B
・

O
G
が
集
合
し
、職
場
を
越
え
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。当

　

今
年
も
総
会
・
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。総
会
後
の
懇
親

会
で
は
、７
回
目
と
な
っ
た「
〜
ド

イ
ツ
の
食
文
化
を
賞
味
す
る
、ド

イ
ツ
を
感
じ
よ
う
!
〜
」を
テ
ー

マ
と
し
て
、本
場
の
ハ
ム
、ソ
ー

セ
ー
ジ
、パ
ン
、ケ
ー
キ
、ビ
ー
ル
、

ワ
イ
ン
な
ど
を
実
際
に
味
わ
い
な

が
ら
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

在
学
生
は
も

と
よ
り
、保
証

人
や
兼
任
講

師
、卒
業
生
な

ど
総
勢
90
名

ほ
ど
の
参
加

者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

立
教
大
学
と
の
共
催
に
よ
る
公

開
講
演
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

地
元
の
市
広
報
紙
や
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
で
一
般
市
民
の
方
に
も
参

加
を
よ
び
か
け
、調
布
市
、文
化
コ

　

第
７
回
総

会
を
開
催
し

ま
し
た
。入
会

ご
希
望
の
方

は
、

　
　

 

ま
で
ご

一
報
く
だ
さ

い
。

な
わ
れ
ま
し
た
。パ
ー
テ
ィ
は
和

や
か
に
進
み
、第
一
応
援
歌「
行
け

立
教
健
児
」の
斉
唱
で
ク
リ
ス
マ

ス
例
会
で
の
再
会
を
約
束
し
ま
し

た
。

　

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
立
教
会
は
、

今
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
、記
念

行
事
と
し
て
校
友
に
よ
る「
舞
と

朗
読
の
平
家
物
語
」公
演
を
行
っ

た
。参
加
し
た
の
は
、ア
メ
リ
カ
で

の
朗
読
公
演
も
行
っ
て
い
る「
朗

読
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
」を
主
宰

す
る
堀
田
紀
眞（
Ｓ
39
）と
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
日
本
舞
踊
集
団「
華
の

会
」を
主
宰
す
る
若
柳
久
三（
Ｓ

41
・
本
名
渡
邉
喜
久
子
）の
二
人

だ
。リ
ト
ル
東
京
に
あ
る
禅
宗
寺

ホ
ー
ル
で
、日
本
舞
踊
と
朗
読
に

よ
る
初
め
て
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
実
現
し
た
。「
平
家
物
語
」の

〝
諸
行
無
常
と
滅
び
の
美
〞
を
踊

り
、語
る
試
み
が
話
題
を
呼
び
、追

加
公
演
を
す
る
ほ
ど
の
人
気
で
、

「
美
し
い
、感
動
し
た
」、「
日
本
の

美
を
実
感
し
た
」、「
平
家
物
語
が

懐
か
し
か
っ

た
」な
ど
、日
系

人
、ア
メ
リ
カ

人
を
問
わ
ず
、

観
客
を
魅
了

し
日
米
交
流

を
果
た
し
た
。

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
、社
会
福

祉
協
議
会
ほ
か
地
域
の
N
P
O
に

も
後
援
を
頂
き
、立
教
と
地
域
と

の
交
流
を
実
現
し
ま
し
た
。講
演

は
本
学
O
B
の
医
療
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
西
寺
桂
子
さ
ん
に『
医
師
の
死

角
、患
者
の
死
角
』と
題
す
る
医

療
現
場
で
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。折
し
も
台
風

の
接
近
で
参
加
者
確
保
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
１
５
０
名
を
超
え

る
方
々
に
お
集
り
頂
き
、身
近
な

テ
ー
マ
に
参
加
者
の
関
心
が
集
ま

り
ま
し
た
。大
学
か
ら
西
田
副
総

長
、校
友
会
か
ら
江
草
会
長
、小

島
さ
ん
に
ご
出
席
頂
き
会
を
盛

り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。第
二
部

校
友
の
集
い
で
は

音
楽
演
奏
、西
寺

さ
ん
か
ら
贈
呈

頂
い
た
著
書
の

福
引
も
行
わ
れ

賑
や
か
な
集
い
と

な
り
ま
し
た
。

社
に
は
こ
こ
数
年
毎
年
卒
業
生
が

入
社
し
、
現
在

80
名
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。
最

後
に
現
役
応
援

団
も
加
わ
り
、

気
合
の
入
っ
た

エ
ー
ル
で
来
年

の
再
会
を
誓
い

ま
し
た
。

　

卒
業
年
度
を
表
示
し
て
い
な
い

の
は
、途
中
転
部
、中
退
し
た
方
が

　

卒
業
45
年
目
を
迎
え
る
恒
例

の
ク
ラ
ス
会
も
、今
回
は
こ
の
春

急
逝
さ
れ
た
恩
師
・
故
藤
田
富
雄

先
生
を
偲
ぶ
特
別
な
集
ま
り
と

な
っ
た
。先
生
の
御
令
室
様
に
ご

臨
席
た
ま
わ
り
、ア
ラ
70
の
21
名

の
級
友
が
故
人
の
思
い
出
話
や
近

況
報
告
、「Festina Lente

」の
言

葉
の
う
ん
蓄
な
ど
を
次
々
披
露
。

令
夫
人
様
に
は

健
康
維
持
の
秘

訣
な
ど
も
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
だ

き
、誠
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

過
し
て
散
会
し

た
。

　

昨
年
は
古
希
・
南
九
州
の
旅
で

し
た
が
今
年
は
東
京
に
戻
り
、が

ら
り
趣
向
を
変
え
て
パ
ー
テ
ィ
ー

ボ
ー
ト
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
隅
田
川

か
ら
東
京
湾
を
巡
る
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。当
日
は
夏

の
暑
さ
と
は
打
っ
て
変
わ
り
涼
し

い
風
と
太
陽
が
と
き
ど
き
顔
を

だ
す
気
持
ち
の
良
い
日
で
し
た
。

オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
で
は
イ
タ
リ
ア

ン
・
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
味
わ
い
つ
つ

変
貌
し
た
東
京
の
高
層
ビ
ル
群
と

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
や
お
台

場
、
そ
し
て
話

題
の
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
を
遠

く
に
眺
め
な
が

ら
久
々
の
歓
談

と
お
酒
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

15
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し

ま
し
た
。ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
数
日
後
に
控
え
た
母
校
の
校
庭

を
散
策
し
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら

会
場
入
り
し
ま
し
た
。今
回
は
13

名
が
集
り
ま
し
た
が
卒
業
後
、55

年
の
歳
月
を
経
て
も
学
生
時
代
の

事
細
や
か
な
話
に
花
を
咲
か
せ
た

り
喜
寿
を
済
ま
せ
た
者
故
、持
病

の
話
し
で
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時

間
で
し
た
。来
年

の
ク
ラ
ス
会
は

幹
事
一
任
と
決

ま
り
名
残
り
を

惜
し
み
な
が
ら

散
会
し
ま
し
た
。

の
旨
か
も
ん
を
舌
つ
つ
み
、昔
話

か
ら
の
話
も
尽
き
な
く
、四
六
時

中
口
の
塞
げ
な
い
楽
し
い
３
日
間

で
し
た
。

い
る
か
ら
で
す
。毎
年
継
続
し
て

い
ま
す
が
、今
回
は
会
場
を
母
校

に
し
て
、昔
懐
か
し
さ
を
十
分
味

わ
い
ま
し
た
。こ
の
日
は
晴
天
。21

名
の
出
席
。環
境
は
こ
の
上
な
し
。

み
ん
な
が
若
き
時
代
に
戻
っ
て
話

は
尽
き
ず
、盛
会
で
し
た
。聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、こ
の
よ
う
な
会
に

出
席
の
返
事
を
し
な
が
ら
、事
前

に
連
絡
も
な
く

ド
タ
ン
場
で
キ
ャ

ン
セ
ル
す
る
方

が
い
て
、幹
事
に

し
て
は
頭
が
痛

い
と
か
。他
事
な

が
ら
幹
事
に
ご

協
力
の
ほ
ど
を
。
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友
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場

（
岡
田　

記
）

東
京
府
中
・
調
布
立
教
会 

公
開
講
演
会
と
校
友
の
集
い

'10
・
7
・
30

静
岡
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

ク
ラ
ス
・
同
窓

（
55
院
社
前　

元
本
学
社
会
学
部

兼
任
講
師　

田
辺
義
明　

記
）

座
海
綾
立
教
会
総
会
・
懇
親
会

'10
・
9
・
25

オ
ー
ク
ラ
ホ
テ
ル

海
老
名

※
い
た
だ
い
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、編
集
の
都
合
上
、変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
校
友
の
広
場
」に
は
常
に
多
数
の
応
募
が
あ
り
、現
在
な
か
な
か
タ
イ
ム
リ
ー
に
ご
掲
載
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。原
則
と
し
て
年
間
一
団
体
、一
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
幹
事
長　

中
野
利
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記
）
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商
会
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6
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堂

（
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記
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昭
和
26
年
入
学
経
済
F
ク
ラ
ス
会
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6
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佐
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ニ
ュ
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オ
ー
タ
ニ
佐
賀

（
秋
山　

記
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ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
立
教
会
創
立
50
周
年
企
画

'10
・
6
・
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リ
ト
ル
東
京

禅
宗
寺
ホ
ー
ル

（
堀
田
謙
一
郎　

記
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静
岡
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
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【
出
席
者
】

石
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潔

柏
村
恵
子

桜
井
洋
三

杉
嶋
治
男

田
中
俊
夫

中
野
利
彰

林

潤

保
谷
政
孝

森
田
耕
平

山
田
通
弘

（
五
十
音
順
）

阿
部
政
友

大
内
利
英

　

渕
万
里

三
遊
亭
ら
ん
丈

杉
本
康
夫

塚
本
康
子

那
須　

洋

平
田　

洋

三
沢
淳
一

森
本
誠
也

吉
田
多
恵
子

石
井　

力

太
田
裕
子

斉
藤
恭
敏

柴
崎
安
弘

扇
子　

忠

中
島
明
男

羽
田
啓
吾

古
谷
倹
次

峰
岸
伸
樹

守
屋　

実

渡
邊　

澄

ド
イ
ツ
文
学
専
修
第
13
回
ド

イ
ツ
文
学
会
総
会
・
懇
親
会

'10
・
6
・
26

太
刀
川
記
念
館

多
目
的
ホ
ー
ル

（
岡
田
倫
政 

記
）

【
出
席
者
】（
北
海
道
）北
山
修
三
、松
岡
修
也

（
名
古
屋
）高
村
博
三
、宅
見
康
悦（
福
山
）宮

地
寛（
大
阪
）小
崎
正
雄（
東
京
）秋
山
正
弘
、

岡
田
国
雄 

、鈴
木
本
一
郎（
福
岡
）西
村
隆
夫

'10
・
9
・
27

ハ
イ
ア
ッ
ト

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京

昭
和
33
年
卒（
営
）I
組
ク
ラ
ス
会

高
田
武
雄（
村
上
）           

昭
和
28
年「
英
米
文
学
科
」B
組

'10
・
10
・
2

第
一
食
堂　

藤
だ
な

（
大
庭
祺
一
郎　

記
）

'10
・
10
・
14

第
一
食
堂　

藤
だ
な

昭
和
36
年
入
学
経
済
学
科
A
組

〈
フ
ェ
ス
テ
ィ
ナ
レ
ン
テ
の
会
〉

昭
和
31
年
経
済
学
部
経
営
学
科
N
組

'10
・
10
・
6

昭
和
26
年
入
学
経
営
E
組
ク
ラ
ス
会

'10
・
10
・
20

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

昭
和
37
年
卒
社
会
学
部
B
組
ク
ラ
ス
会

'10
・
10
・
14

東
京
湾

隅
田
川
ク
ル
ー
ズ

【
出
席
者
】

石
井
守
雄

松
井
昭
夫

西
村
博
之

渋
谷　

脩

石
原
照
直

大
庭
祺
一
郎

宮
澤
弘
二

藤
田
貞
義

谷

巖

羽
田
良
郎

小
川
敏
郎

芦
田　

純

細
田
富
茂

野
村
元
幸

中
島
常
郎

　

川
豪
勇

渡
邊
利
夫

佐
藤
武
夫

冨
高
真
佐
哉

（
宇
山　

記
）

【
出
席
者
】伊
藤　

小
野
澤　

小
浦　

早
川　

堀
越　

山
元　

宮
崎
夫
人　

大
山　
（
敬
称
略
）

（
権
田　

記
）

【
出
席
者
】

大
場
健
路

木
村
哲
夫

小
島　

博

佐
野
紀
男

津
田
秀
光

本
山
哲
雄

和
田
哲
也

阿
部
行
朗

小
野　

進

木
村
又
由

小
杉
典
弘

津
田
幹
男

樋
口
隆
雄

矢
野
真
一

伊
藤
達
雄

柏
村　

肇

小
島
三
郎

権
田
忠
雄

杉
本
明
彦

星
野　

清

渡
辺
良
彦

【
出
席
者
】　

中
馬
乾
詞　

萩
原
博
隆
夫
妻

福
満
光
子（
飯
塚
）　

小
川
照
代
C
組

宮
田　

實　

中
島
慶
宏　

中
尾
義
孝

南
條
二
秀　

藤
森
美
恵
子（
大
岩
）

関　

孝
吉　

田
口　

素　

一
柳
夫
妻（
ゲ
ス
ト
）

昭
和
31
年
卒
経
済
B
組
ク
ラ
ス
会

'10
・
10
・
22

第
一
食
堂　

藤
だ
な

（
石
川　

記
）

【
出
席
者
】

貝
山
秀
太

（
後
列
右
よ
り
）

宅
間
昭
朗

小
松
皖
也

相
原　

章

（
前
列
右
よ
り
）

古
谷　

剛

三
好
一
太

小
松
直
幹

石
川
幸
司

石
井　

忠

高
橋
政
司

松
本
剛
一

春
山
良
一

高
須
喜
彦

【
出
席
者
】

大
久
保
昭
男

君
和
田　

俊

土
屋
佑
治

羽
鳥
善
一

松
居
清
詞

湯
沢
洋
一
郎

井
上
宏
司

大
平
英
二

甲
谷
彰
男

中
尾
英
彦

原
口
清
吾

松
井
晴
嗣

上
田
博
義

加
藤
敏
也

小
林
敏
男

野
尻
昭
雄

福
沢　

淳

松
尾
安
郎


